
平

３

立
寄
っ
て
頂
き
「
に
ぎ
わ
い
」
の
創
出
が
図

ら
れ
、
加
え
て
本
年
は
新
た
な
顔
と
し
て

「
ヤ
ン
衆
広
場
」
が
供
用
開
始
と
な
る
た
め

番
屋
で
の
体
験
事
業
の
実
施
、
さ
ら
に
は
小

平
地
区
に
整
備
中
で
あ
る「
お
び
ま
る
広
場
」

の
四
季
を
通
し
て
の
魅
力
を
構
築
す
る
等
、

地
域
振
興
、
観
光
推
進
、
交
流
の
場
と
し
て

町
民
を
初
め
町
内
外
の
関
係
機
関
と
の
連
携

協
力
や
提
案
を
十
分
反
映
し
、
施
設
の
有
効

な
利
活
用
を
進
め
ま
す
。

●
農
業
委
員
会
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
農

業
委
員
会
法
の
改
正
に
よ
り
、
本
年
４
月
か

ら
農
業
委
員
が
公
選
制
か
ら
選
任
制
に
変
更

と
な
り
、
小
平
町
に
お
い
て
も
平
成
　
年
７

２９

月
の
改
選
期
か
ら
法
適
用
と
な
る
が
、
遊
休

農
地
の
発
生
防
止
、
農
地
流
動
化
対
策
な
ど
、

引
き
続
き
情
報
共
有
と
連
携
を
密
に
し
、
農

用
地
の
荒
廃
を
防
止
し
、
将
来
を
見
据
え
た

農
地
の
集
積
化
を
図
り
ま
す
。

●
平
成
　
年
４
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
新
た

２５

な
ご
み
処
理
は
３
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て

お
り
、
殆
ど
適
正
に
分
別
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

昨
年
留
萌
南
部
衛
生
組
合
に
お
い
て
実
施
さ

れ
た
「
プ
ラ
製
容
器
、
紙
製
容
器
の
資
源
ご

み
」
の
分
別
調
査
に
お
い
て
不
適
物
の
混
入

が
多
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
分
別
に
対
し

て
町
民
皆
様
の
更
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
な
お
、
高
齢
者
や
障
害
者
等
の
世
帯
で
ご

み
分
別
が
困
難
な
世
帯
に
対
し
て
の
分
別
処

理
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
　
年
度
よ
り
町

２６

に
お
い
て
分
別
処
理
を
実
施
し
て
お
り
、
現

在
　
世
帯
の
町
民
が
利
用
さ
れ
、
平
成
　
年

１７

２８

度
に
お
き
ま
し
て
も
分
別
処
理
を
継
続
実
施

し
ま
す
。

●
橋
梁
の
整
備
に
つ
い
て
は
、「
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
」
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
工

事
と
し
て
、
旭
大
橋
な
ど
５
橋
の
工
事
を
予

定
し
て
お
り
、
計
画
に
沿
っ
て
順
次
工
事
を

実
施
し
ま
す
。

●
道
路
・
橋
梁
・
河
川
等
の
維
持
管
理
に
お

い
て
は
、
主
要
幹
線
道
路
ス
ト
ッ
ク
総
点
検

を
踏
ま
え
、
道
路
法
面
や
付
属
物
の
修
繕
や

補
修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
パ
ト
ロ
ー
ル

の
強
化
や
各
町
内
会
か
ら
の
要
望
に
基
づ
い

た
現
地
調
査
を
行
い
、
町
民
皆
様
の
安
全
・

安
心
な
生
活
や
交
通
環
境
の
確
保
に
努
め
ま

す
。

　
冬
期
間
の
町
道
除
排
雪
事
業
に
つ
い
て
は
、

降
雪
や
積
雪
な
ど
道
路
状
況
に
合
わ
せ
、
交

通
と
快
適
な
住
民
生
活
を
確
保
す
る
た
め
、

効
率
的
な
除
排
雪
を
行
い
ま
す
。

●
住
環
境
の
整
備
は
、
総
合
的
な
住
宅
施
策

で
あ
る「
小
平
町
公
営
住
宅
長
寿
命
化
事
業
」

の
計
画
に
、
給
湯
器
や
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
が
未

整
備
な
住
宅
を
整
備
す
る
内
容
を
加
え
、
平

成
　
年
度
よ
り
国
の
交
付
金
を
取
り
入
れ
た

２９
中
で
、
計
画
的
な
住
宅
の
改
修
工
事
を
進
め

ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
３
カ
年
の
予
定
で

「
小
平
町
住
環
境
整
備
費
助
成
金
制
度
」、
更

に
は
、
後
継
者
、
子
育
て
又
は
移
住
者
を
支

援
し
、
か
つ
町
内
経
済
の
振
興
を
図
る
た
め
、

住
宅
の
新
築
又
は
増
改
築
の
費
用
の
一
部
を

助
成
す
る
「
小
平
町
住
宅
新
築
等
助
成
金
制

度
」
を
継
続
し
ま
す
。

●
下
水
道
の
施
設
整
備
計
画
区
域
内
に
お
け

る
水
洗
化
の
普
及
率
は
現
在
　
坩
９
％
で

７８

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
さ
ら
な
る

加
入
の
普
及
促
進
を
図
り
、
適
正
な
事
業
管

理
と
施
設
維
持
管
理
の
も
と
、
地
域
住
民
生

活
に
支
障
の
な
い
よ
う
適
切
な
運
営
に
努
め

ま
す
。

●
水
道
事
業
で
は
、
水
道
施
設
の
老
朽
化
に

伴
い
本
年
度
、
水
道
施
設
更
新
計
画
を
策
定

し
、
浄
水
場
の
整
備
や
統
合
の
検
討
を
図
る

と
と
も
に
、
送
水
管
に
係
る
水
管
橋
な
ど
の

老
朽
管
を
改
修
し
ま
す
。

●
交
通
安
全
対
策
で
は
、
昨
年
　
月
　
日
と
、

１０

２４

先
月
　
日
と
続
け
て
交
通
死
亡
事
故
が
発
生

１３

し
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
た
こ
と
は
、
大
変
残

念
な
事
で
あ
り
ま
し
た
。
悲
惨
な
交
通
事
故

の
撲
滅
に
向
け
、
町
交
通
指
導
員
の
皆
様
や

関
係
機
関
・
団
体
と
密
接
な
連
携
に
よ
り
、

町
民
一
人
ひ
と
り
が
「
事
故
に
遭
わ
な
い
・

事
故
を
起
こ
さ
な
い
」
と
の
基
本
認
識
の
も

と
、
家
庭
・
職
場
・
地
域
が
一
丸
と
な
っ
た

交
通
安
全
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

●
防
犯
対
策
で
は
、
振
込
め
詐
欺
等
の
高
齢

者
を
狙
っ
た
悪
質
な
事
件
が
、
次
々
と
手
口

を
代
え
巧
妙
化
し
発
生
し
て
い
る
実
態
か
ら
、

高
齢
者
の
多
い
当
町
に
お
き
ま
し
て
も
憂
慮

す
べ
き
状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
連
合
町
内
会
や
福
祉
機
関
・
警
察

等
が
連
携
し
、
高
齢
者
世
帯
の
見
廻
り
や
声

か
け
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
主
体
型
の
活
動

を
支
援
し
、
地
域
の
子
ど
も
達
や
高
齢
者
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
町
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。

●
空
き
家
対
策
で
は
、
平
成
　
年
度
よ
り
解

２６

体
費
の
補
助
制
度
を
新
設
し
た
と
こ
ろ
、
こ

れ
ま
で
の
２
年
間
で
　
件
の
解
体
が
実
施
さ

３０

れ
ま
し
た
が
、
本
年
度
が
支
援
の
最
終
年
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
制
度
の
活
用
に
つ
い
て

積
極
的
に
周
知
し
ま
す
。

●
消
防
体
制
で
は
、
昨
年
度
は
水
槽
付
ポ
ン

プ
自
動
車
の
再
配
備
を
行
い
、
消
防
体
制
の

復
元
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
油
圧
救
助
資
器
材
の
配
備
を
行
い
、

交
通
事
故
等
の
救
助
事
案
に
つ
い
て
、
更
に

迅
速
な
救
助
に
対
応
す
る
体
制
を
整
え
、
本

年
度
は
、
小
平
消
防
団
の
体
制
強
化
を
図
る

平成２８年度
町政執行方針

予 算 額主な施策内容

188，500千円ゆったりかん周辺緑地造成事業

58，233千円中山間地域等直接支払交付金

54，043千円多面的機能支払交付金事業

29，516千円水利施設整備事業（沖内地区）

20，735千円町有林整備事業

20，000千円中小企業特別融資制度預託金

12，900千円商工業振興事業補助金

10，625千円森林管理道三軒屋線林道開設事業

10，000千円特産品振興支援事業補助金

生
活
環
境
施
策


